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　　1　本稿の課題
　本稿は明治後期における力織機生産の展開の状況を整理し，その産業編成
上の意義を考察しようというものである。
　日本の産業革命についての研究，あるいは明治後期研究は1960年代に入っ
て本格的に行なわれるようになって，多くの成果があげられた。それにもか
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かわらず，いわゆる生産財生産部門に関する研究は多くはなかった。石井寛
治氏が産業革命の研究史の整理において，1960年代に本格化した産業革命研
究の成果として列挙されているもののなかにも生産財生産部門に関するもの
　　　　　　　くのは見あたらない。もちろん，この部門にかかわる研究がなかったわけではな
く，兵器生産，鉄鋼業，造船業，鉱業などのいわば国家資本，巨大資本によ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　　る近代的工業として吃立した突端的部門についての研究が行なわれたきた。
しかし，この部門の多くの分野，とくに，機械工業の研究は，そこに分類さ
れている造船業を除く一般機械工業についての研究はきわめて少なかった。
ことに，明治期のわが国産業において大きい位置を占め，産業革命の中心産
業であった繊維工業の主要な生産手段である繊維機械に関する研究はほとん
ど行なわれてこなかった。それは基軸産業となった紡績業における生産手
段，すなわち紡績機械，なかんずく精紡機は後年に至るまで先進国からの輸
入に依拠してきたということに起因していたであろう。織物業における織機
生産についても，ことに力織機生産に関する研究もまたなされてこなかった
のである。
　このように生産財生産部門に関する研究が十分に行われないままに，経済
史研究の対象時期が産業革命期から，第一次大戦期，さらに第一次～第二次
大戦の戦間期に移っていった。このような状況のなかで，最近，改めて明治
期の機械工業の研究が進められている。それは，明治後期に機械が普及して
（1）石井寛治「産業革命論」（石井寛治・海野福寿・中村政則編丁近代日本経済史を学ぶ
　上』1977年　有斐閣）。
（2）佐藤昌一郎「国家資本」（大石嘉一郎編『日本産業革命の研究　上』1975年　第6
　章）。その後の兵器生産に関するものとして，池田憲隆「日露戦争後における海軍兵器
　生産の構造一大型軍艦船生産を中心として一」（r社会経済史学』第50巻第2号　1984年
　7月），池田憲隆「日露戦後における陸軍と兵器生産」（r土地制度史学』第l14号
　1987年1月），長谷部宏一「明治期陸海軍工廠における特殊鋼生産体制の確立」（北海道
　大学r経済学研究』第33巻第3号　1983年12月），笠井雅直「日清戦争と砲兵工廠」（r経
　済科学』第36巻第4号　1989年3月）。
　　なお武田晴人r日本産銅史』1987年　東京大学出版会。
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いくが，それと国産との関係いかんという観点にみられるように，実態把握
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くヨラを等閑視してきたことへの反省からである，あるいは，第一次世界大戦中に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの大きく発展する機械工業の発展の先行条件の検討ということからである，と
いえる。
　そして，それらは少なからず経済史研究における新しい観点，手法にもと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くのつくものとなっている。その第一は数量経済史の立場からのものである。そ
れは，従来の経済史は資本主義の発展段階的観点にたち，さらに段階的断絶
の検証をモチーフとしてきたとして，成長的観点にたち，その連続性の検証
を意識しながら，それを数量的に綿密に検討するということを意図するもの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くのである。第二は技術史，技術移転論からの研究である。わが国における技術
移転は，近代技術を受け入れることを可能とする在来技術などの状況の解明
なしには解けない問題であり，技術移転論は多くはおのずと連続性の追求と
なるのであり，連続性の検証という点において第一の立場と同じくなる。
　当面する織物機械生産に関しても，このような流れを背景にした優れた研
（3）沢井実「第一次大戦前後における日本工作機械工業の本格的展開」（r社会経済史学』
　第47巻第2号　1981年8月），沢井実「工作機械工業の重層的展開：1920年代をめぐっ
　て」（南亮進・雪川清彦r日本の工業化と技術発展』1987年　東洋経済新報社），沢井実
　　「機械工業（西川俊作・阿部武司編r日本経済史4　産業化の時代　上』1990年　岩波
　書　店），鈴木淳「明治前・中期の炭坑用機械工業」（r史学雑誌』第92編第2号　1989年
　7月），鈴木淳「明治期内燃機関製造業の展開」（r土地制度史学』第128号　1990年7
　月），沢井実「機械工業の市場と生産」（高村直助編著r企業勃興一日本資本主義の形
　成一』1992年　ミネルヴァ書房），鈴木淳「器械製糸用汽罐製造の展開」（r史学雑誌』第
　101編第7号　1992年7月）。
（4）内田星美「欧州大戦前の機械工場」（『東京経済大学学会雑誌』第163号　1989年11
　月）。
（5）1988～1990年に岩波書店から刊行された「日本経済史」全8巻は，この数量経済史な
　どの”あたらしい経済史”による日本経済史の現段階での一大集成である。本稿で対
　象としている時期についていえば，第4巻の西川俊作・阿部武司編r産業化の時代
　上』1990年，第5巻の西川俊作・山本有造r産業化の時代　下』1990年などである。
（6）南亮吉・雪川清彦r日本の工業化と技術発展』1987年　東洋経済新報社，中岡哲
　郎・石井正・内田星美r近代日本の技術と技術政策』1986年　国際連合大学。
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　　　　　　　　　　　　　くわ究成果をみることができる。本稿は，このような最近の研究諸成果にもとづ
き，この時期の力織機生産の動向を整理してみようというものである。
　さて，このように本稿は近時の研究諸成果にもとつく一整理にとどまる
が，整理の観点はつぎのごとくである。
　その観点は，いわゆる産業革命研究における重要な問題である産業革命終
了＝産業資本確立の基準ということに関わるものである。周知のように，こ
の問題については，いわゆる二部門定置説と綿工業主軸説とがあるが，論点
は後進資本主義国日本における生産財生産部門の展開の弱さという事実を前
提とした，後進資本主義国における生産財生産部門の資本主義確立における
意義と生産財生産部門の「確立」の検証，にある。この点に関して筆者は，
産業革命の終了ということについては，第二部門産業と第一部門が直接的連
関をもつということにあると考え，後者については織物生産に使用される織
物機械である力織機生産の確立を重視し，それと織物業における力織機使用
工場の成立とをもってその指標とする，これによって第一部門の確立と第三
部門との連結，これによる産業革命終了＝産業資本確立を考える，という見
解を仮設的にもつにいたっている。
　以下，このような観点に立って，この時期の力織機生産の状況を把握した
いと思う。
（7）石井正「特許からみた産業技術史　豊田佐吉と織機技術の発展」（1）～⑥（r発明』　第
　76巻第1号～第6号　1979年1月～6月），南亮進・石井正・牧野文夫「技術普及の諸
　条件一力織機の場合一」（r経済研究』第33巻第4号　1982年ユ0月），牧野文夫「織物業に
　おける技術進歩」（『社会経済史学』第49巻第6号　1984年3月），石井正「繊維機械技術
　の発展過程一織機・紡績機械・製糸機の導入・普及・改良・創造」（中岡哲郎・石井
　正・内田星美r近代日本の技術と技術政策』1986年　国際連合大学），石井正「力織機製
　造技術の展開」（四界進・雪篭清彦『日本の工業化と技術発展』1987年　東洋経済新報
　社）など。
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2　力織機の普及状況
　（D　力織機化の状況
　力織機の生産状況についての検討に先立ち，力織機の普及状況を概観しよ
う。
　織物業において使用される織機には，大きく分けて手織機と機械機とがあ
る。ここで対象としている明治期から大正初期にかけては，手織機（バッタ
ン，足踏機），力織機（小隊用，広巾用），自動織機（1920年代後半・綿織物
のみ）がある。自動織機は力織機がさらに発展したものであるが，機械機で
ある。このように3タイプに分けられる。
　1912年のr主要工業概覧』には「本邦羽二重ノ製織二使用スル力織機ハ何
レモ内地製ニシテ無数年前二発明ノ端緒ヲ啓キシモ爾来数年間ハ其試験時代
服属シ充分ナル効果ヲ認メラル・買玉ラス為メニ其進歩極メテ遅々タルヲ免
レサリシカ日露戦役後二於ケル企業界ノ興隆ハ遂二羽二重ノ力織機応用ヲ拡
張シー時仏殆ト流行的二工場ノ設立ヲ見ルノ有様トナリ歯垢ニ幾多力織機ノ
発明ヲ促シ今や其種類三十四種ノ多キニ渉リ最近四十四年末二心ケル使用台
　　　　　　　　　　　　　　　くの数一万四千七百台ヲ算スルニ至レリ」として，さらに日本輸出絹同業組合聯
合会の調査に係る1910（明治43）年度末式別台数をあげている。それは福
井，石川，川俣，福島，羽前，宮城，長野，富山の8県・地方についてであ
るが，力織機工場546，その使用力織機13，229台となる。その主なものは，斉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　外式5，179，津田式1，733，平田式1，659，大橋式1，102，などである。しか
し，綿織物業については記載していない。
　大正初期の一織物技術書は，当時の有名なる力織機として，イギリス，ド
イツ，オーストリア，フランス，スイス，アメリカの製品とともに日本のも
（8）　『主要工業概観』農商務省工務局調　生産調査会
（9）前掲　『主要工業万口』76～78ペーージ。
明治45年　75～76ページ。
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のとして，豊田式，木本式，多田式等（以上綿織用），斉外式，津田式，高柳
式，西野式，木本絹織機等（以上絹織用），黒柳式，丹羽式等（綿用足踏織
機），をあげている。そして，珍蔵式と津田式は専ら羽二重織に，高柳式は羽
二重及「タフタ」機に，木本絹織機は編子及び綾織に，西野式は綾着尺織に
　　　　　　　　　　　ロの用いられる，としている。
　当該の時期を含めた織機の統計的把握は，つとに幸田祐道r本邦綿業の統
計的研究』（1931年）において行なわれ，また統計的記載はr日本経済統計総
観』（1930年）や『日本繊維産業史　各論篇』（1958年）においてなされてい
る。これらはr農商務統計表』（1929年以降はr商工省統計表』）にもとづい
ていて，この『農商務統計表』，1929年以降の『商工省統計表』の数値が最も
オリジナルなものである。しかし，この統計はすべてを網羅的に把握，記載
したものではなく，また誤りがあるという。これを整合させ，誤りを修正す
ることが必要であるが，それは容易なことではない。このような統計的把握
状況であるが，南亮進氏らはこの困難な整合・修正を試み，1899年から
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　1923年間の，修正を加えた「機業関連統計表」を提示されている。牧野文夫
氏らはこれにもとづいて力織機率の推移を検討しているが，以下，牧野文夫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユ　ラ「織物業における技術進歩」によってこの力織機化の状況をみていこう。
　牧野文夫氏はこの「機業関連統計表」をベースに作成した図を提示して，
全織機台数に占める力織機の割合である力織機率について1900年代後半まで
は無視しうる程度であるが，1910年頃からほぼ一貫して直線的に上昇する，
としている。改めてその図をみると，1905年頃か・ら上昇を始め，1909年から
の上昇が急になっている。このユ909，1910年頃にいたる時期の力織機率の上
昇はゆるやかであるが，この間には1903年を底とし，その後1908年に至るま
（10）横井寅雄r実用機織法続編』1913年初版，1916年再版　丸善　4～5ペー．ttジ。
（11）前掲　南亮進・石井正・牧野文夫「技術普及の諸条件一力織機の場合一」356～368
　ページ。
（12）以下，前掲　牧野文夫「織物業における技術進歩」31～33ページ。
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での手織機の増加のなかでのことであり，1904年を底とする力織機の増加そ
のものは大きい。このように，明治30年代（1897年～）後半は，力織機化が
あらたなかたちで着実に，そして大きく進展した時期であり，そのようなな
かでの1909，10年頃の状況である。1909，10年に至る時期の動きをより大き
く評価してよいであろう。なお，その図をみると，力織機率は1918～19年に
30％を越え，1923～24年に50％を越える。
　力織機の普及状況を経営形態別，経営規模別にみる。織物業においては，
1905年遅ら工場，家内工業，織元，賃織の4形態の把握が行なわれている。
これは1920年には規模別に改められる。この形態別，規模別に考察してい
る。
　4形態別にみて，：賃織，家内工業，あるいは1920年以降の織機10台未満に
おいては1910年代後半になっても力織機の使用は少なく，力織機の使用は
1910年代後半以降である。
　これに対して工場く職工10人以上の製造場），あるいは織機10台以上［製造
場コにおいては，力織機化はそれ以前から進行し，1910年頃には50％を越
え，！920年代には飽和状態に達する，としている。この工場，あるいは織機
10台以上と，それ以外とにおける力織機化の進展の相違は顕著である。
　（2）力織機の普及の地域的状況
　この力織機の地域的な普及状況について，同じく牧野文夫「織物業におけ
　　　　　　　　　　　　　　　くにうる技術進歩」によってみていこう。
　まず，絹織物についてである。絹織物業地にあって，鶴岡・川俣・福井，
石川においては力織機の普及テンポが急速である。このらの機業地において
は，力織機率は1900年代から急速に上昇し，鶴岡，川俣では1910年頃，福
井，石川では1920年頃にほぼ飽和点に達する。これに対して，同じく絹織物
業地であっても桐生，足利ではそれの上昇は1920年代に集中し，西陣，伊勢
（13）以下，前掲　牧野文夫「織物業における技術進歩」33～34ページ。
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崎ではそれはさらに遅れる。つぎに，綿織物においては，知多，泉南，遠州
などでは，福井，石川と同様に1910年代に力織機率は急速に上昇し，1910年
代なかばにはほぼ飽和点に達している。これに対して，同じく綿織物業地で
あっても，川越，青梅などではそれの上昇は1920年代に顕著であった。愛媛
では1930年代後半までは織機の半分は手織機が占めていた。毛織物では，兵
庫ではきわめて早くから力織機化が進行し，尾西では1920年代にそれの急速
な上昇があった。
　以上が牧野文夫氏による主要地域ごとの動向の概観である。ここには機業
地の単位があるいは府県であったり，個別機業地であったりしていて，たと
えば愛媛については，松山地方のかすり生産と今治地方の綿ネル生産という
機業地としての大きな差異のあるものを一括している，ということなどの問
題点もあるとはいえ，これまで個々には言われてきたことと一致するもので
あり，一般的には首肯し得るものであるといえよう。
　このように力織機化は地域ごとに差異が大きく，多様である。このような
地域的展開の差異の要因については，最：近の織物業についての研究の一課題
となっており，検討が加えられている。さまざまな要因があげられている
が，この点についての紹介は，織物業における発展そのものをi整理する別稿
によることにしたい。
3　力織機の生産と国内供給
　（1）近代織機の移植
a　近代織物機械の導入
　従来，この力織機を含め，織機の生産に関する最もスタンダードなものと
して，三瓶孝子『日本機業史』（1961年），その「第一編織機の歴史」があげ
られてきた。また内田星美r日本紡織技術の歴史』（1960年）も織機をも含む
織物技術史として同様の定評がある書である。これらをベースにし，最近の
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成果を盛りこみながら，力織機生産についてみていこう。
　力織機の生産に先だち，まず在来織物業における織物技術の段階と，近代
織物技術の導入過程を概観しておこう。
　幕末には高織機が絹綿両織物業において使用されていた。高機は元来は絹
織専用であったものが，文化文政（1804～1829）の頃綿織用として改良さ
れ，マニュ成立の技術的基礎となった。このように先進機業地では高機が使
　　　　　く　の用されていた。しかし，一般的には地機（いざり機）であって，高機の広汎
な普及は明治期になってからである。
　このような段階にあるなかに，近代織物技術が導入される。
　それには二つのタイプがある。一つは近代織機，広巾鉄製織機の導入であ
り，もう一つはジャカードおよびバッタン技術の導入である。前者は紡績会
社の兼営織布工場の主要設備となり，後者が在来機業における技術発展の
ルートとなる。近代的な広巾鉄製織機は紡績会社兼営織布工場においてのみ
採用され，在来機業における織物技術・織機とは隔絶されたものとなる。そ
こで使用される広巾鉄製織機は先進国からの輸入によって賄われる。わが国
織物業における力織機の生産の問題は，在来織物業における織物技術の展開
に関わる問題であり，具体的にはジャカード，バッタンの装置の導入，織機
　　　　　　　　　　　　　　　くしのの改良，力織機の開発の問題である。
　以上のようなルートのうち，紡績会社兼営織布工場で使用される広巾鉄製
織機の導入過程については，つぎのようにいわれている。近代的織機の導入
は，安政年間（1854～9）に薩摩藩が水力による織機2台目導入を最初と
し，ついで1865（慶応元）年鹿児島紡績所が設立され，ここに紡機3648錘と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユのともに力織機100台が購入されている。もっとも前揺はすぐ操業を停止し，
（14）三瓶孝子『日本機業史』1961年　雄山閣　43～45ページ。
（15）前掲　石井正「繊維機械技術の発展過程一織機・紡績機械・製糸機の導入・普及・
　改良・創造」108～109ページ。
（16）内田星美『日本紡織技術の歴史』1960年　地人書契　115～116ページ。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの後輪の力織機は織物に使われた形跡がないようだという。このほかに，
1872（明治5）年に桐生地方では新宿村の江原貞蔵が力織機を購入し，水車
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　このを原動力として製織を試みた，という記録がある。さらに1882（明治15）年
西陣共進織物会社の安本宗七が力織機を試験的に据え付けたといわれてい
　くエの
る。
　このようなことが行なわれたが，しかし，はじめて本格的な生産を行なっ
たのは1885（明治18）年渋谷綿布会社である。英国製力織機十数台が水力に
よって運転され，唐桟や綿ネルを織ったといわれる。この工場設備は数年後
小名木川綿布会社に移される。つづいて1887（明治20）年に京都織物会社が
設立され，手織機（ジャカード）40台および蒸気による力織機50台をそな
え，本格的生産に入った。当初は絹織物の生産を目指したが次第に綿布専門
となった。綿布においては紡績会社の兼営あるいは小会社に力織機採用が始
まった。すなわち京都綿糸織物会社の大阪分工場は天満織物に移された。
1897（明治20）年に大阪紡績の子会社大阪織布が力織機383台をそなえて設
立され，98年金巾製織も広巾（45インチ，50インチ）力織機をそなえ英人技
　　　　　　　　　　く　師を招いて生産を始めた。
　以上のごとき紡績会社兼営工場，洋式織布会社工場における力織機の採用
にもかかわらず，それはわが国織物業全体の力織機化に結びつくものではな
かった。わが国における広汎，膨大な在来織物業における力織機化は，この
ように移植・採用された近代織物機械を導入することによってではなく，在
来技術をベースに，近代織物技術の漸次的摂取・導入とその改善，力織機の
開発によっていくのである。それは具体的にはバッタン技術の導入という
ルートである。以下それをみよう。
（17）前掲　中岡哲郎「技術史の視点から見た日本の経験」59ページ。
（18）前掲　三瓶孝子r日本機業史』75ページ。
（19）前掲　内田星美『日本紡織技術の歴史』182ページ。
（20）前掲　内田星美『日本紡織技術の歴史』182～183ページ。
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b　在来織物業における摂取過程
　在来機業におけるジャカード，バヅタンの導入・普及過程については，前
掲の三瓶孝子『日本機業史』の51～67ページ，同じく前掲の内田星美r日本
紡織技術の歴史』の156～164ページ，などに記されている。以下，三瓶著書
によってみていく。
　ジャカード機とはジャカード装置をした織機である。ジャカードとは経糸
開口装置で，紋に従って紋紙に此身し，それを綴ったカードに従って経を開
口し，それによって紋を送り出すものである。このジャカード機の日本への
移入には，明治政府がオーストリアから購入したもの，京都府がフランスか
ら購入したもの，桐生がアメリカから購入したもの，という三つの系統があ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くのる。このような三つのルートによって導入された。
　しかしこの輸入ジャカードは高価であり，かつ操作が困難であった。そこ
で各地においてこれを模した模造ジャカードが製作されていく。西陣の機大
工荒木小平は，1877（明治10）年，2力年の努力の結果，この鉄製ジャカー
ドの大部分を木製とした百口，二百口各1台を模造した。それは同年の第一
回内国勧業博覧会に出品された。この荒木小平の模造ジャカードによって
ジャカードは西陣，桐生，足利その他の機業にまで導入されるようになつ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うた。そして各地でジャカードが製作され，普及していった。
　これらの明治時代に普及したところの，荒木小平式，横山嘉兵衛式，村田
式木製ジャカード機は，おそらくはジャカード操作は踏木により，将と箴の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くゆ操作は，手あるいはバッタンでなされたであろう，という。
　つぎにバッタソである。
　バッタンはジャカードと同時に移植された。一つは政府によるものでオー
ストリア式であり，東京の勧業試験場に据え付けて世に紹介された。また，
（21）前掲　三瓶孝子r日本機業史』49～52ページ。
（22）前掲　三瓶孝子『日本機業史』52～55ページ。
（23）前掲　三瓶孝子r日本機業史』55～56ページ。
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諸地方にも貸与されたが使用法を知る者もなく，実用されずに終った。もう
一つは京都よりフランスのリオソに織物伝習生として派遣された佐倉常七・
井上伊平によって1873（明治6）年にもたらされたものである。これは翌年
の第3回京都博覧会に出品され，機業家に紹介された一丁好バッタンであっ
た。京都ではこれをハジキと称して長谷川政七によって模造され，その装置
と使用法とが平易になった。さらに，1883（明治16）年頃，永井喜七が儒子
織用としてバッタン機を改良し．87年には安本宗七によって四幅装置のバッ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くヒのタンが工夫された。これが各地に普及していく。
　明治20年代（1887～）～40年代（1907～）における日本機業発展の技術的
基礎はバッタンであった。明治20年代に発展に向い，40年代を最高とする機
業におけるマニュフアクチュアの技術的基礎であった。
　（2）力織機の生産
　力織機の開発・生産についてであるが，これは最近多くのことが明らかに
された分野である。これに関する最近の文献と’しては，石井正「特許からみ
た産業技術史　豊田佐吉と織機技術の発展」，南亮進・石井正・牧野文夫
「技術普及の諸条件一力織機の場合」の「皿　力織機の開発と生産」，牧野文
夫「織物業における技術進歩」の「5　力織機の開発と供給」，石井正「繊維
機械技術の発展過程一織機・紡績機械・製糸機の導入・普及・改良・創造」
の皿の（2）（3），石井正「力織機製造技術の展開」の「2　力織機の開発と普
及」，などがある。
　以上の状況からこの力織機の生産をめぐる研究は石井正氏がその中心と
なって進めていることになる。以下，この石井正氏の論文，ことに最も新し
い論文によりながら概観していきたい。
　上述のバッタソの導入はそれにより，手織機の生産性の向上をもたらした
（24）前掲　三瓶孝子『日本機業史』61～62ページ。
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が，それ以上に重要なことは，これによって織機各運動の連動化が可能とな
り，動力源さえ確保すれぼ力織機化されうるという段階になったことであ
　　　　　　　　　　　　　く　る，と石井正氏は述べている。このようなことから，このバッタン装置の導
入こそ力織機開発の始点であるといえる。
　織機改良・開発は踏面織機の開発となる。これは主要工程である綜続・
仔・箴を足踏みによって行なうものであるが，これにより手が自由になっ
た。この織機が人力で動く限りでは人が織機に固着しなければならないが，
動力によるようになればそれから免ぬがれるようになる。足踏式織機は手織
　　　　　　　　　　　　　　　　く　機から力織機への過渡的織機である。経糸の開孔運動，将の運動および曲打
運動が連動され，これに簡単な巻取機構をそなえ，原動力を組み合わせれば
　　　　　　この力織機となる。
　ところでこの力織機であるが，わが国でいつ動力織機が生れ，それがどの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　　ようなものであったかは，必ずしも明らかでない，という。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この力織機の製造については概略つぎのようである。1877（明治10）年の
第一回内国博覧会に長野県松本の渡辺恭・柴田徳蔵兄弟による水車織機など
いくつかの動力織機が出品されている。第二回内国博覧会にも渡辺・柴田兄
弟は出品するが，そこには小林某考案の半木製小幅の力織機が出品されてい
る。そのほか1885（明治18）年の五品共進会に徳島県の阿部某，89年には泉
州で太鼓機の考案，90年に久留米，新潟で，また92年に栃木県で織機が発明
されつつあった。
　これらから以降の一連の力織機開発の動きのなかで主要なものとしては，
（25）前掲　石井正「力織機製造技術の展開」134ページ。
（26）前掲　三瓶孝子r日本機業史』69ページ。
（27）前掲　石井正「繊維機械技術の発展過程一織機・紡績機械・製糸機の導入・普及・
　改良・創造」112ページ。
（28）前掲　石井正「特許からみた産業技術史　豊田佐吉と織機技術の発展」24ページ。
（29）以下は，．前掲　三瓶孝子r日本機業史』，石井正「特許からみた産業技術史　豊田佐吉
　と織機技術の発展」（3）（r発明』　第76巻第3号）24～25ページなど参照。
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栃木県の寺沢幸三郎は1891（明治24）年力織機の製作を始め，翌92年完成，
大阪の原田元治郎が大工久保田石松に力織機の開発を依頼，93（明治26）開
発に成功，豊田佐吉が1896年力織機の開発に成功，山形県の斉藤外市が
1898年絹布用力織機の開発に成功したことなどがあり，かくして力織機の製
造に入った。
　豊田佐吉の開発した小幅熱鉄混製力織機はそれによって製織した綿布がそ
の品質の点で三井物産の目にとまり，1899（明治32）年三井物産と豊田佐吉
との間で井桁商会が設立され，力織機が本格的に製造されていくこととなっ
た。
　ここに開発された力織機はその製品が小幅であるが，価格はやすく，性能
　　　　　　　　　　　　　　　　ヨのもバッタソなどと比較して良かった。
　この力織機はたちまち全国的に普及していった。その普及状況はすでにみ
たところである。
　（3）広巾鉄製力織機の開発
　1908（明治41）年豊田佐吉が広巾鉄製織機を開発した。それは1909年に三
重紡績の兼営織布工場に採用される。
　豊田佐吉は，1908年に広巾織機の設計を完了し，試作試験を行なった。成
績の検討が不十分であるにもかかわらず広東の九江織布からの注文30台を断
ることができずに納入しなけれぼならなかった。不本意であった豊田佐吉
は，営業試験を行なうべく菊井町藪下に織布工場を設置した。翌年そこは豊
田織布菊井工場となるが，その後ここが長く営業試験工場となった。その翌
年1909（明治42）年の！0月ころ，三重紡績の織布技師長真野愛三郎（後の東
洋紡常務取締役）が工場を訪れ，鉄製広巾織機の運転状況を視察したが，そ
（30）国産小幅力織機の性能と価格については，価格は前掲　石井正「繊維機械技術の発展
　過程一織機・結績機械・製糸機の導入・普及・改良・創造」121ページなど。
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の成績がきわめて優秀なのに驚き，直ちに同紡績の技師全員に勧めて工場を
視察させた。そのうえまず試験的に2台，ついで100台を購入して「プラット
式」普通織機とその性能を比較したところ，成績はきわめて良好で，プラッ
トにくらべて少しの遜色もないので，同紡績に大蚤に採用されることになつ
　く　　
た。
　この紡績兼営織布工場における国産広巾織機の導入は，力織機生産技術が
先進国水準に達したことを示すのであり，1909年という年は力織機生産にお
ける一つのエポックをなすのである。
　（4）力織機の国内供給
　力織機の国内需給，ことに供給に関する実態については，これまで明らか
にされてはこなかった。幸田祐道は，「大日本紡績聯合会加盟会社に関する
織機調査は製織施設の大巾機，小巾語別統計は欠如して居る。然しながら大
正八九年頃までの実情に就いて推測すれば，大巾力織機は殆んど全部外国製
　　　　　く　であった。」と記し，さらに，「小型力織機は既に欧洲戦争中に自給自足の
域にまで発達していた。豊田式織機を始めとし多田式，原田式，岩永式，北
野式，木本式，井桁式，中村式，泉州式等が主なるもので，年額製造能力は
（豊：田式を除きて）二万五千台乃至三万台と推算せられて居る。大巾力織機
の機構は全部鉄材であるが，小巾力織機の機構は木製のものがある。此は明
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ治三十七八年戦役後の綿業勃興時代の記念物と云ふことである。」，と第一
次大戦時に小康力織機は国内自給に達していたというが，論拠は明示されて
いない。
　三瓶孝子r日本機業史』には，「第一編織機の歴史」の「（明治以降の部）
（31）社史編集委員会r四十年史　株式会社：豊田自動織機製作所』1967年　豊田自動織機製
　作所　51～52ページ。
（32）幸田祐道『本邦綿業の統計的研究』1931年　日本綿業倶楽部　！64～165ページ。
（33）前掲　幸田祐道r本邦綿業の統計的研究』165ページ。
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表　織機の生産・輸入・輸出・需要台数（南再進・石井正・牧野文夫氏作成）
織　機　国 内　生
?
織機輸入 織 機　輸
?
紡織機
ｶ産額
i千円）
織　機
ｶ産額
i千円）
織機国内
?ｶ産額
i千円）
織機国内
?苣
輸入額
i千円）
輸　入
艨@数
紡織機
A出額
i千円）
織　機
A出額
i千円）
織機輸
o台数
1900 233 777
1905 422 ！，407 91 64 865
19091，050 534 345 5，712 9433，143 238 167 2，03ア
1914 876 365 70 921 726 2，420 421 295 2，634
191921，914 13，65211，27761，1221β91 4，6373β93 2，3759β50
192519β608，518 6，44636，ユ93 6082，027 3，4542，072 9，048
193021，2216，431 4，505 30，316 270 9003，852L9269，877
193586，01613，744 9，510 56，607 12，5475，01924，130
注1）南亮進・石井正・牧野文夫「技術普及の諸条件一力織機の場合」（『経済研究』第33
　2）原註（推計方法，織機需要台数の意味についての注，資料）は記載省略．
第二章力織機　第4節織機生産の発展と自給」において，この点について検
討しようとしているが，果しえていない。このように，・従来国内需給が明ら
かにされていないのは，力織機の生産，輸入，輸出に関するデータが極めて
不十分であることに起因している。三瓶著書における織機生産額及び輸入額
表に記載されているのは，明治・大正期には輸入額のみで生産額はなく，生
産額は1929（昭和4）年からである。
　このようななかで，南・石井・牧野「技術普及の諸条件一力織機の場合」
は，つぎのような生産・輸入・輸出・稼働・需要台数表を作成している。こ
れは，多くの前提を置いた推計の結果である。あるいは，その仮定に問題が
あるかもしれない。しかし，これによってはじめて需給関係を全体的にみる
ことのできる画期的なものである。
　「織機の生産台数は1909年において7，749台で，すでに輸入台数を越えて
おり，その後も一貫目て輸入台数より多い。このような生産の拡大は国内向
けにとどまらない。すなわち織機輸出台数が1906年には一次的ではあるが輸
入のそれを越え，さらに1914年以降は恒常的に輸入台数を越ええている。こ
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織機稼動台数 織機需要台数
手織機 力織機 手織機 力織機
805，33226，253
730，39319，422 72，4856，435
742，67054，81119，505 16，310
502，909129，823一10β24 13，248
534，559 284，787’　27，84750，176
305，754 368，201一18，46525，636
185，827 431，466一983 28，087
149，477 618，6234，647 75，501
　　　　　　　　　　　　　　　　　　れを金額で見ても1915年以降，輸出
　　　　　　　　　　　　　　　　　　額が輸入額を上回っている」。さら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　に織機の国内生産率，輸入依存率の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　推移について，「台数で見るかぎり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1909年において，すでに国内需要の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　80％近くを国内で生産していた。こ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　の時期の輸入依存率は40％以下で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　あった。1914年には輸入依存率は一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　時低下したが，以降は10％から30％
巻第4号　1982年10月）350ページの表14．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　程度に低下している。金額で見ても
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1919年には国内生産率は1．0を越し」
　　
た。
　1909（明治42）年の輸入台数は3143台で，国内での力織機の生産台数
7749画面はるかに上回っている。
　　4　力織機生産の他産業との関連
　（1）力織機生産工場の展開
　この力織機製造工場については，南ほか論文には，1909年に職工5人以上
の織機及び関連品製造工場は53工場，その職工数953．5人，職工10人以上の
　　　　　　　　　　　　　　うみでは24工場，769．5人とあり，石井正氏は，同年の職工5人以上の工場数
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　56工場，職工10人以上のみで31工場をあげ，あるいは，同年の職工5人以上
工場数61工場，その職工数1396人，職工10人以上のみで34工場1203人，31工
（34）前掲　南亮進・石井正・牧野文夫「技術普及の諸条件一力織機の場合一」350～351
　ページ。
（35）前掲　南亮進・石井正・牧野文夫「技術＝普及の諸条件一力織機の場合一」353ページ第
　16表。
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　　　　　　くの場としている。
　以上はいずれも『工場通覧』という同一の史料によるものであり」しかも
南ほか論文も石井氏担当部分とすれば同一人によるものであって，以上にみ
る工場数回工数の差異は関連品製造工場の選択などによる差異であると思わ
れる。
　ところで，以上の『工場通覧』による職工5人以上の工場によるものは，
織機生産全体をどの程度把握しているのか，いいかえれば力織機生産は5人
未満工場を含める生産されているとすれば，どれだけの製造業者がいたか，
という問題である。
　石井正氏によれば，1909年に石川県，福井県，川俣地方，福島地方などで
稼働していた力織機の製造元を確認すると，その台数の5割程度が職工5人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　未満の製造所で製作されたものであるという。あるいは，1909年には
13，167台の力織機製造があったが，内5，712台が職工5人未満の製造所で製
　　　　　　　　　　　　　　作されたものであるという。
　すなわち職工5人未満工場が広汎に存在していたということになる。
　なお，1922年現在の力織機製造工場の操業年代を見ると1909年迄に設立さ
　　　　　　　　　　　く　のれたものは58工場となる。これは1922年までつづいているものだけであり，
廃業したものなどをあげるとそれは著しい数となるはずである。
（2）力織機製造とその他産業との関連
1909年手織機のすべてのみではなく，力織機のおよそ半分が職工5人未満
（36）前掲　石井正「繊維機械技術の発展過程一織機・紡績機械・製糸機の導入・普及・
　改良・創造」122～123ページの第2衷。
（37）前掲　石井正「力織機製造技術の展開」139ページ。
（38）前掲　石井正「繊維機械技術の発展過程一織機・紡績機械・製糸機の導入・普及・
　改良・創造」124ページ。
（39）石井正「力織機製造技術の展開」138ページ。
（40）前掲　南贈進・石井正・牧野文夫「技術普及の諸条件一力織機の場合一」354ページ。
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の製造所において製造されてたいた。このように力織機が零細工場で製造で
きた理由として石井正氏は，第一に初期国産力織機が小幅木鉄混成であった
こと，第二に鋳物工場，機械加工工場，織機用品，部品の製造工場がそれぞ
れ独立に存在し，小規模の織機組立工場として経営しえ．たことをあげてい
く　エラ
る。
　手織機と異なり力織機化には全運動の連動化が必要である。連動化にはそ
れらを結ぶ部分（歯車・回転軸・カム）に鉄が使用されなければならない。
また動力源には石油発動機か電動機が使用される。このように歯車，回転
軸，カムなどの部分や，原動機は鉄製でなければならない。しかし，それ以
外は素材のほとんどが木材である。フレームも当初は素材は鉄ではなく木材
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くのであり，呼続・木管・箴などの機械部品は，各地機業地で生産される。
　このあたりの状況について豊田佐吉が豊田式力織機を開発した基盤である
遠州浜松地方ついてみていく。
　この浜松地方では，豊田佐吉の豊田式力織機ほか，鈴木政次郎の鈴政式，
鈴木道雄の鈴木式，池谷七蔵の池谷式，須山謙一郎の須山式，飯田弥一の飯
田式など陸続と織機が開発生産されていくが，その一人鈴木道雄の製造経過
はつぎのように記されている。
　1887（明治20）年生れの鈴木道雄は小学校補習科を卒業と同時に菅原町の
大工今村幸太郎に7年間の徒弟奉公に入った。今村は腕のよい棟梁であった
が，日露戦争が勃発して大工仕事が無くなり，すぐに足踏織機の製作に転向
した。1908（明治41年）10月，そのもとでの7年間の徒弟生活が終った鈴木道
雄は独力で織機生産に乗り出した。浜名郡天神村字中島新田に2坪の土地を
借りて，生家の2階建養蚕室を移築して工場とし，鈴木織機製作所の看板を
　　くゆ立てた。製造は木鉄混製の足踏み織機である。木製部分は天竜の材木屋から
（41）前掲　石井正「力織機製造技術の展開」138ページ。
（42）前掲　南亮進・石井正・牧野文夫「技術普及の諸条件一力織機の場合」353ページ。
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木材を購入し，自分でカンナをかける，浜松の鋳物屋に枠など注文，鍛冶屋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　には鉄の丸運をつくらせて，組み立てた。将箱上下器を取り付けた二挺仔足
踏織機の発明（大正元年実用新案第26199号），経糸送出調節装置開発（大正
3年特許第23515号）による鈴木式動力織機完成，1914年7月第一次世界大
戦勃発直後の不況の後の産業界の未曾有の活況のなかでのガチャマン景気到
来，大幅物が伸びて注文殺到，工場拡張に迫られ，鋳物から金物まで自家製
　　　　　　　　　　ロの作するように設備した。それまでは鋳物，金物などは外注に出していたとい
うことになる。このように鋳物，金物などは外注に出していたが，このよう
な下請をした鋳物工場の設立の事情をみよう。
　遠州鉄工業界草分時代の立役者渥美浅太郎は，1876（明治19）年生れ。小
学校卒業と同時に，当時遠州地方で最も大きく，職人も大勢いた浜松市板屋
町の柳川鉄工に年期奉公に入った。1909（明治42）年23才の年年季があけ，
お礼奉公をすますと直ちに独立することになった。奉公中蓄えた金250円と
伯父から借りた金を合せて，砂山町南駅前に小さな工場を設立した。柳川鉄
工所の親方は小僧一人をつけて独立を祝ってくれた。浅太郎は一人の弟子を
もつ親方となった。女房のかねが鞘を押し，若い親方が横座，弟子の雪島用
一が先手となって仕事をした。初めは建築用金物とか織機関係の下請，ある
いは木工機，ショベルなどを主に作った。年とともに忙：しくなり，信用もで
きて弟子たちもふえた。工場も手狭になったので，1916（大正7）年海老塚
　　　　　　く　町に移転した。
　ここで製造されたのは足踏み織機であるが，この木鉄建製織機の製造が，
鋳物屋，鍛冶屋などの下請によって部品が製造されたのである。
（43）遠州機械金属工業発展史編集委員会編r遠州機械金属工業発展史』1971年　浜松商工
　会議所　1378～1379ページ。
（44）前掲　　r遠州機械金属工業発展史』353ページ。
（45）前掲　　『遠州機械金属工業発展史』1379ページ。
（46）前掲　r遠州機械金属工業発展史』1358～1360ページ。
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　このように，鋳物製造所，機械加工場，織機用品・部品製造製造所がそれ
ぞれが独立してあり，織機製造工場は小規模であってもそこで製造されたも
のの組立工場として成り立ったのである。
　この場合ことにその原動機の開発と製造が注目される。原動機は石油発動
機か電動機であり，これらの製造が波及的にさかんとなる。
　浜松市旅籠にあった印刷所開明堂は，いち速く石油発動機を使用して印刷
機を動かしていたが，1908（明治4！），09年頃，それまで使用していた1馬力
の石油発動機を電動機にきりかえた。不要となった石油発動機は浜名郡天神
町村上中島の平松織布工場の経営者平松仙助が入手し，使用したところすこ
ぶる調子がよいので，全工場の力織機化に踏み切った。その際，同村の血忌
鉄工所に4，5馬力の石油発動機の製造を依頼し，その完成を待って40台の織
機を動力運転するに至った。この彰徳には横浜帰りの発動機製造の技術をも
つ舎弟がいたが，この鈴徳鉄工所製の発動機は鈴木式織機の創始者鈴木道雄
　　　　　　　　　くのも大きな関心をよせた。
　このエピソードは力織機製造が発動機製造を引き起すこと，それが独自の
製造者によって製造されることを示しているものである。
　さて，豊：田佐吉は，1908（明治4！）年に本邦最初に広巾鉄製織機を作成し
た。H：式広巾鉄製織機である。それは1909（明治42）に紡績兼営織布会社に
採用された。まず2台，つづいて100台が導入された。フ．ラット製織機と性能
比較試験において，成績が良く，プラット製織機に比べて全く遜色がなかっ
たため，同紡績会社に大量に採用されるようになった。これが国産広巾鉄製
織機が兼営織布会心に採用された最初であるが，石井正氏は，この時点を
もって一応，国産動力織機が輸入織機とほぼ同程度の技術水準に到達しえた
　　　　　　　　　　　　　　く　ものといってよい，といっている。
（47）前掲　『遠州機械金属工業発展史』359～360ページ。
（48）前掲　石井正「力織機製造技術の展開」126～127ページ。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　ラ　この鉄製力織機の製造工程であるが，つぎのようである。
　製造のプPセスは鋳造→機械加工→熱処理→研磨→組立→検査である。
　力織機製造の上で重要な部分である織機フレームの製造は，織機フレーム
の鋳造用模型製作→フレーム鋳造→鋳造フレームの清掃，焼鈍し，歪取り，
ハツリ，というように行われる。これと並行して各種鋼材から切断，板金，
鍛造などの工程を経て，フレーム以外の部品を製造する。これらの部品には
機械加工の後の熱処理・研ぎ研摩を加える。以上の工程のほかに外部の部
品・用品製造者から箴・綜続を購入し，外注下請工場から部品が納入され
る。これらの機械部品・用品を織機フレームに組み立てていく。組立完了後
に試運転，検査した後に出荷する。
　これらのプロセ不にあって，最も重要なのはフレームである。全重量
500kg～1tのうちのおよそ70～80％を占めるが，できるだけ薄肉で，しか
も強度のある均質の鋳物を製造しなけれぽならない。鉄製力織機を製造する
場合，このフレームの鋳造技術は，そのまま織機製造技術を左右する。この
ように鋳造技術はきわめて重要であった。
　このような製造工程であるが，1920年にいたる段階では織機製造工場の技
術水準は低かった。織機にとって最も重要なフレームの鋳物についてもこれ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を自製する工場は少なく，ほとんど外注していた，という。
　このように力織機製造でも下請に大きく依存していたのである。
　これは後年の1927（昭和2）年の金融恐慌時であるが，浜松地方は特産物
の織物は大幅に生産減をみ，織機の需要が全くなくなり，したがって織機中
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　ラ心の当地方の鉄工業界は極度の不況におちいった。鉄工業界の不況にともな
（49）以下，前掲　石井正「繊維機械技術の発展過程一織機・紡績機械・製糸機の導入・普
　及・改良・創造」136ページ。
（50）前掲　石井正「繊維機械技術の発展過程一織機・紡績機械・製糸機の導入・普及・
　改良・創造」143ページ。
（51）前掲　　『遠州機械金属工業発展史』497ページ。
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い鋳物業界も連鎖反応をみ，弱小鋳物工場だけでなく大手工場まで仕事がな
くなった。当時の鋳物業界は仕事量の80％までが織機メーカーの下請として
織機のフレームや部品などの鋳物にあたっていた。親工場の織機生産ストッ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　プのあおりをまともに受けた，という。このことは，織機生産が織機フムー
ムや部品などの下請工場の上に成り立っていたことを示すことである。　こ
のように，織機製造工場は下請工場をもっていたのであり，広汎な関連産業
のうえに力織機製造は成り立っていたのである。
　このように下請工場を多くもっていたが，しかし，鉄製織機化の動きはそ
の製造工場に大きな技術変化を求めた。鋳造技術はもちろん，一定規格にも
とつく大量生産技術がとりわけ必要とされた。また多数の下請工場，部品・
用品製造工場を組織し，その品質を管理していくことも必要である。織機の
鉄製化はその製造工場を近代機械工場へと脱皮させることを加速させ，これ
に成功した工：場はその後わが国有数の工作機械製造工場，自動車製造工場へ
　　　　　　く　と発展していく。
　なお，1909（明治42）年に，全国の紡織機の生産額の全機械器具生産額中
の比率は7％を占める。これは一定のウエイトであることを示す。主要紡織
機生産府県をみると，大阪府（全国の45．6％）eSz　24、1％，愛知県（同
20．8％）は33．7％，東京府（同8．0％）は1．2％，石川県（同3，4％）は
76．0％，静岡県（同1．8％）は24．7％，となり，いくつかの地域ではそれが機
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　械器具工業のなかの圧倒的なウェイトを占めているところがある。それらの
うち，ことに綿織物の力織機生産の発祥の地となった静岡県浜松地方は，
「浜松では紡織工業を中心として機械器具工業，木製品，食料品工業が相互
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　関連的に発達し遠州工業地域を形成発展せしめてきたのである」というが，
（52）前掲　r遠州機械金属工業発展史』503ページ。
（53）前掲　石井正「繊維機械技術の発展過程一織機・紡績機械・製糸機の導入・普及・
　改良・創造」136～137ページ。
（54）　『工場統計表』より作成。
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ここでは第一部門，第二部門にわたる諸部門がが相互に連関，結合しつつ特
異な工業地域が形成されたのである。
5　結び一産業編成上の意義
　1909年には力織機の国内生産台数は輸入を上回り，国内需要の80％近くを
国内で生産していた，ということをみた。そして，この年にはまた従来輸入
品のみを使用していた兼営織布会社に国産広巾鉄製織機が採用されたが，そ
の性能は輸入品に劣るものではなく，ここに国産動力織機が輸入織機とほぼ
同程度の技術水準に達すとされていることをみてきた：。この1909年を力織機
生産の画期とみなすことができる。折から，白木綿地帯，あるいは輸出羽二
重地帯で手織機から力織機へ転換しつつあるときであって，織物業が手工的
小生産から機械制工場生産へ脱皮する時期であった。
　わが国の生産財生産は立ち遅れた。大きく輸入に依存していた。最大の近
代工業であった綿糸紡績業において使用された紡績機械はすべて輸入によっ
た。輸入外圧のもとで，国内での生産は小さかった。そういうなかで，織機
生産は在来製法を基礎に先進国の技術を巧みに導入しつつ，開発・改良を重
ねて，ついに国内供給を達成した。
　この力織機生産の成立，国内供給達成はわが国の産業編成上大きな意義を
もつ。それを第一部門生産について言えばつぎのようであろう。
　第一に，この力織機生産は，膨大な関連・下請工場をともなって成立し
た。このことは力織機生産の確立が広汎な関連工業の展開をともない，広汎
な工業編成を遂げることを意味していた。幽
　第二に，最：も広汎に存在している織物業における生産手段の力織機化が可
能になったということは，八幡製鉄所の全面営業に象徴される移植近代工業
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技術がようやく広汎な民間在来産業とリンクするに至ったことを示すのであ
る。
　なお，この力織機生産は，その製造工場が同時に一般工作機械の製造な
り，自動車工業なりのメーカーとなっていき，産業編成の軸となっていく。
　この明治末期は折から，在来織物業における力織機化＝工場生産への転換
を少なくともと先進i地においてとげつつあるときである。最も広汎に存在し
た在来産業であるこの織物業における力織機化と，この織物業への機械供給
を行なう機械工業における力織機生産の成立は，それぞれに他産業の展開と
連係しているのであるが，そのようなこの両者の展開は，二つの部門，第二
部門と第一部門が直接的に連結したことを意味するのである。産業資本の確
立の基準として，第二部門のみでなく，第一部門をもその基準とし，さらに
この第一部門と第二部門の直接的連結を確立の基準とするという見解に立つ
とするならば，この織物業の動向と力織機生産の動向にそれを見出すことが
できるのではなかろうか。
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